





































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛8）quick　to pour scorn on insular　complacency・
このような・ことから見ても，キプリングのインペリアリズムはむしろ，
パターナリズムというべきである．
N．結び
　結果的に，いずれの国にも深くかかわり合ったキプリングはいわば大
英帝国の吹き溜まりに目を向けつつ，その中でストーリー・テラーとし
ての役割を果たした．彼は当時の人々に，インドの実態を知らしめ，両
．国の橋渡しのきっかけになったとはいえよう．確かにそれ1ま未熟なもの
であり，現代の観点から見れば，多分に抑圧の面の方が目に付くかも知
れない．が，ピエール・マカリー（Pierre　Macherey）が論じたように，
テキストは突然変異的なものではなく，その背後にある社会的歴史的力
をもとに組み合わされたものであるのである．だから，キプリングが歴
史の扇動者なのではなく，’彼自身その流れの中の一分子と見た方がよい．
そして彼の作品の中から，我々は当時のインペリアリズムの風潮を，窺
い知ることが「できる」のである．
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　　オーウェルの指摘したように，キプリングの多数派としての立場は，
「知識人」とはいえないが，逆に的確に世相を把握しており，その点に
関しては．評価を下げるものではな．い．C9）
［注］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳　　　　　　　　　　　　　　　　　　「．
（1）．L・u・a　Ch・，i・…・‘Th・lmp・・i・I　Di・c・u・se’PP・5°1－502・（in
C・1・ni・1　pi・c・u・・e　and　P・・㌃C・1・ni・1「he・ry・・d・P・t・i・k　Wmi・m・
and　Laura　Chrisman．）
（2）キブリングの詩の中に，‘The　Mother・－Lodge’という，フリーメー
ソンに関するものがある．
（3）Laura　Chrisman．‘The　Imperial　Discourse’p．504．
（4）N．C．チョ7ドリー　『ヒンドゥー教』　p．388．
（SI」。hn　M。C1・・e　i・rep・e・ent・ti…frecent・riti・・wh・n　h・a・gues
that　Kim　not　only　repudiates　racist　modes　of　characterisation，　but
also　dramatises　the　repudiation，　that　it　is　a　Utopian　portrayal　of
future　racial　harmony，　and　that　it　is　perhaps　a　more　effective
antidote　to　racial　antipathies　than　any　of　Conrad’s　works（which　he
has　already　praised　for　their　attacks　on　racist　forms　of
l・p・esentati°P）・（Pat’‘ck　Williams：‘K’m　and°「ientalism’）
（6）．一一【T］h，y。。uld　h・ve　a・hi・v・d・・thi・g，　c1Euld…h・v・
maintained　themselves　in　power　for　a　single　week．　if　the　normal
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Anglo－ln’dilanρutlook幽had　been　that・　pf，4saYうE．　M．　Forster．・．Taw．dry
aロqshallow　though・it．「is．，．Kiplin呂’s　is．t血e　qnly　h｛erarY　p｛c四re　that
we　p°ssess。f・i・・tee・山一cenω・y．A・gl・－1・die…　（Ed凧・r．q・・S⑩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’Orientalism）
（7）George　Orwe11．　‘Rudyard　Kipling．’　p」26．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L（8）Constantine－1飢roductioガof　The　Dαy’∫Work．　P，7．
（9）A垂ヒh・・gh　h’b　h・d・・di・ec．t・b血・C’ti・・With・・y　p・litica1　P・・ty，
　　　　　　　4Kip互ing　was　a．bonservative，．　a　thing　that　does　qot　exist　nowadays、
Thosg　who　now　can　themselves　Conservatives　are　e．i山er　Libemls，
Fascists　or　the　accomplices　of　Fascists．　He　identified　himself　with
the　ruling　powe．秩@and　not’with．the　opposition．　In　a　gifted　writer
this　seems　to　us　strange　and　even　disgustibg，　buしit　did　have　t駐e
advant．age　of　giving　Kiplihg　a　c6rtaip　grip　on　reality．　（George
O・w・IL‘R・dya・4　Kipiing・ワP・i38）
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